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新年度あいさつ 
平素より、本県の家畜防疫並びに生産 

振興業務にご協力頂き感謝申し上げます。 

 昨年、本県では 14 年ぶりに高病原性 

鳥インフルエンザが発生しました。地元 

自治体をはじめ、JA 及び建設業協会等 

多くの方々のご尽力により、迅速な防疫 

措置が行えましたことに、深く、感謝申 

し上げます。 

生産者の方々におかれましては、引き 

続き、家畜を感染症から守る取り組みと 

して、日常の家畜の健康観察、飼養衛生 

管理基準の遵守をお願いします。 

部長 森脇 俊輔 

 

 

 

 

 
 

担当業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家畜衛生部 

   部長  森脇 俊輔 
部内の統括  

防疫担当 

   主任獣医師        松尾 治彦 

   主任獣医師     小林 寛生 

    獣 医 師         金丸 和之 

家畜伝染病予防法（５条検査等） 

飼養衛生管理基準 

病性鑑定 

BLV 検査など依頼検査 

・肉用牛・乳用牛に関すること 

・養豚に関すること 

・養鶏に関すること 

・野生イノシシに関すること 

・山羊・めん羊に関すること 

・ミツバチに関すること 

衛生担当 

主任獣医師      小川 康太 

主 任       菊地 理子 

家畜衛生対策（放牧衛生、代謝プロファイル、乳汁検査など） 

美味しまね認証を含む各種認証制度 

家畜改良増殖法（家畜人工授精師など） 

受精卵移植事業（農家型採卵に伴う過排卵処理など） 

獣医事（獣医療法、獣医師法） 

動物用医薬品 

など 

育休 主任獣医師 

小川 康太 

会計年度任用職員 

三上 妙子 

会計年度任用職員 

木下 美紀 

主任 

 菊地 理子 

 

会計年度任用職員 

上田 梨紗 

主任獣医師 

 小林 寛生 

新 

獣医師 

金丸 和之 

新 部長 

森脇 俊輔 

主任獣医師 

 松尾 治彦  

７月まで育休中 

小川： 畜産技術センターから異動し
てきました。よろしくお願いします。 

菊地：勉強しながら頑張りたいと思
います。よろしくお願いいたします。 



異常産ワクチンはお済みでしょうか 

牛異常産は、媒介昆虫が活動し始める前の時期のワクチン接種による予防が重要です。 

３月のかわもとかほ かわら版では、令和６年度にチュウザン病、ピートンウイルス感染症

のウイルスが県内に侵入した可能性があることを報告しました。また、県内では４月にアイ

ノウイルス感染症の発生が確認されています。繁殖牛を飼養されている皆様におかれまして

は、引き続き異常産ワクチンの接種を実施し、予防に努めていただくようお願いします。 

 
 

韓国にて口蹄疫が続発 防疫体制の徹底を！！ 

口蹄疫は、牛、豚や緬山羊などの偶蹄

類が感染する家畜伝染病の１つです。 

口蹄疫の伝播力は強く、ひとたび蔓

延すれば、長期にわたり畜産業の生産

性を低下させる可能性があります。 

偶蹄類を飼養している方は、農場へ

の侵入防止対策を今一度点検していた

だき、防疫対策強化を図ってください。

また、毎日、飼養している家畜の健康

観察を行い、口、ひづめ、乳房に水疱

（水ぶくれ）が見られたら、すぐに家

畜保健衛生所にご連絡ください。 

 

 

口蹄疫に関する情報（令和７年４月１６日現在） 農林水産省 HP より引用 

＜消毒＞ 

・塩素系消毒薬 

・炭酸ナトリウム液 など 

を使用してください。 

 

※逆性せっけん、アルコールは 

消毒薬として不適です。 

※塩素系消毒薬を使用する際 

は、アルカリ性の消毒薬（消 

石灰、炭酸ナトリウム液な 

ど）の併用は消毒効果が得ら 

れない可能性があるため、併 

用は避けてください。 

農場での防疫対策の一例 

牛・豚の特徴的な症状 


